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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:100-1:200,IF-P 1:100-1:200

12kDa

SUMO1

DAP-1; GMP1; OFC10; PIC1; SENP2; SMT3; SMT3C; SMT3H3; SUMO1;UBL1;
7341.0
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	応用
	抗原情報
	背景
	SUMO1 ユビキチン様タンパク質で、モノマーとして標的リジンに共有結合します。タンパク質分解には関与していないようですが、分解プロセスにおいてユビキチンの拮抗薬として機能する可能性があります。核輸送、DNA複製と修復、有糸分裂、シグナル伝達など、多くの細胞プロセスで役割を果たします。ユビキチン様タンパク質で、モノマーまたはリジン結合ポリマーとしてタンパク質に共有結合します。イソペプチド結合を介した基質への共有結合には、E1複合体SAE1-SAE2による事前活性化とE2酵素UBE2Iへの結合が必要であり、PIAS1-4、RANBP2、CBX4などのE3リガーゼによって促進されます。タンパク質のリジン残基に対するこの翻訳後修飾は、核輸送、DNA複製と修復、有糸分裂、シグナル伝達など、多くの細胞プロセスで重要な役割を果たします。例えば、RANGAP1を核膜孔複合体タンパク質RANBP2に標的化することに関与する。電位依存性カリウムチャネルKCNB1に共有結合し、KCNB1のゲーティング特性を調節する（PubMed:19223394）。SUMO1の重合鎖はポリユビキチン化を受けやすく、これは修飾タンパク質のプロテアソーム分解のシグナルとして機能する。また、口蓋の発達に関与する遺伝子ネットワークを制御する可能性もある。ZFHX3に共有結合している（PubMed:24651376）。
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	(1) HeLa細胞溶解物、(2) NIH/3T3細胞溶解物におけるSUMO1発現のウエスタンブロット解析。

